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第１章 作成の概要 
このマニュアルでは、地球温暖化対策計画（計画書）等の作成方法、提出方法を御紹介いた

します。計画書や報告書の提出は、条例※に定められた義務です。期日（7 月末）までの作

成、提出をお願いいたします。 

※：横浜市生活環境の保全等に関する条例 

 

1.1 作成する書類 
■ 提出様式（「2025keikaku_youshiki.xlsx」） 

■ シートの構成 

根拠算定資料 

※『使用量_1，2』シート、『外部供給』シート、『ガス会社』シート、『熱供給会社』シートは使

用しません。（第 3 号該当のみの事業者） 

 

 

 

 

 

計画書（計画期間：2025～2027 年度） 

※『計 4-1（1・2 号事業者用）』シート、『計 5』シートは使用しません。（第 3 号該当のみの

事業者） 

 

 

 

 

 

『計 5』シートより右側のシートは記入不要です。 
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1.2 作成の流れ 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 様式への入力ルール（セルの色分け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【注  意】 

緑色のセルには参照式が入っています。 

一度、新しい値を入力すると参照式は消え、 

新しく入力した値に置き換わります。 

入力値を消しても、前の値（参照式）には戻りません。 

 

計画書に自動で数値が反映 
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1.3 各シートの説明 
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第２章 根拠算定資料の作成 
2.1 昨年度情報の呼び出し 
『はじめに』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去データ修正有無で「昨年度報告に修正があります」を選択した場合 

 

 
 

 

 

 

事業者の状況変更で「事業者名称等に変更がありました」を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③-1 

① 

② 

③ 



5 

2.1 昨年度情報の呼び出し 

 
『はじめに』シート 

 

① 事業者 ID 下３桁 

黄色セルに事業者 ID 下 3 桁を入力してください。 

昨年度報告データが報告書等に緑色で表示され、入力が不要なセルは灰色で表示さ

れます。 

事業者 ID は右下のリストから選択して下さい。 

新規事業者は空欄にして下さい。 

 

② 過去データ修正有無 

初期値として「修正ありません」が表示されます。 

修正が必要な場合は「昨年度報告に修正があります」を選択して下さい。 

※昨年度報告に修正がある場合は作成を中断し、市にご連絡ください。 

 

③ 事業者の状況変更 

初期値として「変更ありません」が表示されます。 

「事業者名称等に変更がありました」を選択すると、新名称等の入力欄が表示されま

す。 

③-１ 変更があった項目を上書き修正してください。 
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2.2 車両台数の入力 
『使用量 3』シート 

1 横浜市内における 2024 年度の車両台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ③-1 

③-2 

② 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④-1 ④-2 
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2.2 車両台数の入力 

 
『使用量 3』シート 

 

1 横浜市内における 2024 年度の車両台数 

① 2023 年度の年度末所有車両 

2023 年度の年度末所有車両の台数は、昨年度情報が自動表示されます。 

変更がある場合は上書き修正してください。 

 

② 新規台数 

新規に導入した車両の台数を入力してください。 

 

③ 継続台数・減車台数 

③-1 ①で入力した 2023 年度末の所有車両台数のうち、減車台数を入力してくだ

さい。継続台数は自動計算されます。 

③-2 ②で入力した新規台数のうち、減車台数を入力してください。継続台数は自動

計算されます。 

 

④ 2024 年度の走行有無 

④-1 ③-1、③-2 で入力・表示された台数のうち、2024 年度に走行した車両の台

数を入力してください。 

④-2 2024 年度に走行しなかった車両の台数が自動計算されます。 

 

⑤ 2024 年度の年度末所有車両 

③-1、③-2 で自動計算された継続台数の合計値が表示されます。 

 

⑥ 2024 年度の走行台数 

④-1 で入力した、2024 年度に走行した車両台数の合計値が表示されます。 

 

⑦ 2024 年度の年度末所有車両（軽自動車） 

2024 年度の年度末時点で所有している軽自動車の台数を入力してください。 

 

 

 

 

  
新たに追加された項目 

 年度末所有台数（軽自動車） 
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2.3 走行台数、距離、燃料補給量の入力 
『使用量 3』シート及び『電力会社』シート 

２ 2024 年度に走行した車両の走行距離 

  『使用量 3』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『電力会社』シート 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④-1 

② 

④-2 

③ 

【間違いやすいポイント】 

同じ電力会社でも電力メニューは多岐にわたります。 

一般的な契約プランの場合は、「（残差）」と記載される

電力メニューを選択してください。 

⑥ 

① 

⑤ 

④-3 

【注  意】 

単位に注意してください。 
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2.3 走行台数、距離、燃料補給量の入力 

 
『使用量 3』シート及び『電力会社』シート 

 

２ 2024 年度に走行した車両の走行距離 

※注意：2024 年度中に減車（廃止）した車両（走行あり）を含みます。 

① 2024 年度の「走行台数」を、燃料の種類ごとにまとめて入力してください。 

 

② 2024 年度に走行した車両の「走行距離」を、燃料の種類ごとにまとめて入力してく

ださい。 

 

③ 2024 年度に走行した車両の「燃料補給量」を、燃料の種類ごとにまとめて入力して

ください。 

 

④-1 『電力会社』シートで、購入先電力会社（メニューがある場合はメニュー別）を検索

し、「登録番号＋メニュー」をコピーしてください。 

    車両の充電に使用した電力会社が不明な場合には「代替値」を選択してください。 

 

④-2 ④-1 でコピーした文字列を『使用量 3』シートの「登録番号＋メニュー」欄に貼り付

けてください。 

 

④-3 電気事業者の選び出しには、オートフィルター機能を使用して検索してください。 

詳しい方法は、『電力会社』シートに記載していますので、ご参照ください。 

 

⑤ 「走行台数」、「走行距離」、「電気の使用量」を、電力会社ごとにまとめて入力してくだ

さい。 

 

⑥ ①で入力した「走行台数」の合計値と、前項⑥の「2024 年度の走行台数」が表示さ

れますので、台数が一致するか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新たに追加された項目 

 バイオエタノール 

 バイオディーゼル 
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2.4 二酸化炭素排出量等の確認 
『使用量 3』シート 

3 2024 年度の二酸化炭素排出量等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出係数等を変更する場合 

『係数』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② 
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2.4 二酸化炭素排出量等の確認 
 

『使用量 3』シート 

 

3 2024 年度の二酸化炭素排出量等 【入力不要】 

① 入力した燃料の使用量から、「二酸化炭素排出量の合計値」及び「エネルギー消費量

の合計値」が自動計算されます。 

 

② 「走行距離」を指標とした「エネルギー消費原単位」が自動計算されます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

排出係数等を変更する場合 

『係数』シート 

 

『係数』シートは、燃料などの排出係数等を変更する場合や、電気の発熱量を標準設定から

変更する場合のみ使用します。 

なお、黄色セル、緑色セルのみ変更可能です。 

原単位について変更された内容 

 原単位をエネルギー使用量に変更 

（従来は CO2 量） 
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第３章 計画書の作成 
『計 1』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

③ 

⑤ 

⑧ 

④ 

⑦ 

【間違いやすいポイント】 

提出日を忘れず入力してください。 

① 

⑥ 

⑨ 



13 

『計 1』シート 

黄色セル 記入してください。 

緑色セル 事業者 ID に応じて報告書の入力内容を表示しています。 

変更がある場合は上書き修正してください。 

 

① 事業者 ID は、『はじめに』シートから自動でデータが反映されます。【入力不要】  

新規事業者は空欄となります。 

 

② 電子申請システムで提出する日付を入力してください。 【入力必要】 

 

③ 事業者の名称、代表者氏名等の修正が必要な場合は、P4「はじめに」シートの③事

業者の状況変更にて変更があった項目を修正してください。 【自動表示】 

代表者から権限を委任されている者が提出する場合は、委任状を添付した上で、本

欄を受任者の住所・氏名等に修正してください。前年度までに委任状を提出してお

り、代表者及び受任者に変更がない場合は提出不要です。 

 

１ 地球温暖化対策事業者等の概要 

④ 修正が必要な場合は、P4「はじめに」シートの③事業者の状況変更にて変更があっ

た項目を修正してください。【自動表示】 

 

⑤ 修正が必要な場合は、本社の所在地を入力してください。 【自動表示】 
本社が市外にある場合は、その所在地を入力してください。 

 

⑥ 修正が必要な場合は、主たる事業の業種をプルダウンリストから選択してください。

【自動表示】 

主たる事業の業種については日本標準産業分類をご参照ください。 

 

⑦ 修正が必要な場合は、該当する事業者の要件を選択してください。【自動表示】 

複数要件に該当する場合は、複数選択してください。 

 

⑧ ※3 号該当のみ事業者は入力対象外です。 
「原油換算エネルギー使用量」、「市内全事業所数」、「原油換算エネルギー使用量が

500kl 以上の事業所数」は、『使用量 1.2 シート』から、基準年度における各値が反

映されます。【自動表示】 

修正が必要な場合は、原油換算エネルギー使用量は、提出年度に設置していた全て

の市内事業所に係る使用量を入力してください。 

 

⑨ 「使用量 3 シート」から基準年度における自動車の台数が反映されます。 

修正が必要な場合は、前年度の 3 月 31 日時点において使用している自動車の台

数を入力してください。【自動表示】 
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『計 1』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑪ 
⑩ 
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『計 1』シート 

 

２ 計画期間 

⑩ なお、「年度」は、４月１日から翌年３月 31 日までを指します。 【入力不要】  
 

３ 温室効果ガスの排出の抑制を図るための基本方針 

⑪ 本計画を推進するにあたり、本市における事業活動に伴う温室効果ガスの排出の抑

制等に向けた基本的な方針を記入してください。【入力必要】 

また、事業者全体として地球温暖化対策に取り組んでいる中での、本計画の位置付け

（市内の事業所の取組内容が、全社の取組と同じであるのか、異なる部分があるのか

など）について記入してください。 
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『計 2』シート 

４ 公表の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５の 2 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等（第 3 号該当事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ 

③ ② 

⑤ 

① 



17 

『計 2』シート 

４ 公表の方法 

①  計画書の公表方法を選択してください。 【自動表示】 

修正が必要な場合は、変更があった項目を修正してください。 
広く公表できるよう、ホームページによる公表を推奨します。 

窓口での閲覧の場合、所在地は、市内事業所ではない場所（市外の本社等）も可能で

す。 

 

５の 2 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等（第 3 号該当事業者） 

② 特定温室効果ガス排出量 基準年度・基礎 【入力不要】 

基準年度の値は、「使用量３シート」から反映されます。 

基準年度に使用した、すべての自動車のエネルギー使用に係る排出量（電気の場合

は通常メニューの基礎排出係数（残差等）を使用）の合計値が表示されます。（なお、

下段の（ ）内には、メニュー別の基礎排出係数で計算した排出量が表示されます。） 

年度途中に抹消・移転・変更を行った自動車も含めて排出量を算定します。 

レンタカー事業者の保有する自動車は、自動車を借り受ける人が燃料補充の上、返

還するケース（満タン返し）が多いと想定されます。このように燃料使用量の把握が

困難な場合には、走行距離（km）を燃費(km／L)で除した値を燃料使用量として排

出量を算定します。 

使用量３シートを使用しない場合は、市担当者へ御連絡ください。 
 

③ 特定温室効果ガス排出量 基準年度・調整後 【入力不要】 

基準年度の値は、「使用量３シート」から反映されます。 

基準年度における、すべての自動車のエネルギー使用に係る排出量（電気の場合は

通常メニューの調整後排出係数（残差等）を使用）の合計値が表示されます。（なお、

下段の（ ）内には、メニュー別の調整後排出係数で計算した排出量が表示されます。） 
 

④ 特定温室効果ガス排出量 目標年度・基礎 【入力必要】 
計画期間に実施する排出抑制対策や事業活動の状況、クレジット購入等を勘案し、目標

年度（計画期間の最終年度）の基礎排出量を設定してください。 

削減率は自動計算されるので入力は不要です。 

 

⑤ 特定温室効果ガス排出量 目標年度・調整後 【入力必要】 
計画期間に実施する排出抑制対策や事業活動の状況、クレジット購入等を勘案し、目標

年度（計画期間の最終年度）の調整後排出量を設定してください。 

削減率は自動計算されるので入力は不要です。 
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『計 2』シート 

５の 2 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等（第 3 号該当事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ 

② 

① 

④ 

③ 
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『計 2』シート 

５の 2 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等（第 3 号該当事業者） 

① エネルギー消費原単位・基準年度 【入力不要】 

基準年度の値は、「使用量 3 シート」から反映されます。 

 

② エネルギー消費原単位・目標年度 【入力必要】 

計画期間に実施する排出抑制対策や事業活動の状況を勘案し、目標年度（計画期間

の最終年度）のエネルギー消費原単位を設定してください。 

原単位の目標設定が行えるのは、計画書のみです。計画期間の途中で設定すること

はできません。 

 

③ エネルギー消費原単位・削減率 【入力不要】 

エネルギー消費原単位の削減率が、以下の通り自動計算されます。 

削減率＝（基準年度の原単位－目標年度の原単位）／基準年度の原単位×100 

なお、計算途中は各項目の端数処理後の数値で計算し、算出結果の小数第２位を四

捨五入し、小数第１位までの値が表示されます。 

 

④ 中長期目標の有無を選択してください。 【入力必要】 

 

⑤ ④で「有」を選択した場合は、中長期目標の「目標年度」、「目標削減率」、「基準年度」

を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更された項目 

 排出原単位 → エネルギー消費原単位 

 排出の抑制に係る目標の設定の考え方 → 中長期目標、目標内容 
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『計 3』シート 

６ クレジット等に関する取組状況及び計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ ③ ② 

① 

⑤ ⑥ 
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『計 3』シート 

６ クレジット等に関する取組状況及び計画 

① 計画期間におけるクレジット等の導入予定の有無を選択してください。 

 【入力必要】 

 

 以下の項目は、具体的な計画がある場合に記載してください。【入力任意】 

 

② 計画期間に取得する予定のクレジット等をプルダウンから選択してください。 

プルダウンで選択できるクレジットは、次の表の通りです。表中にないクレジットを

記載する場合は、市へ削減相当量の換算方法を御相談ください。 

 

クレジット等の名称 

Ｊ－クレジット_再エネ電力由来 非 FIT 非化石証書（再エネ指定あり） 

Ｊ－クレジット_再エネ熱由来 非 FIT 非化石証書（再エネ指定なし） 

Ｊ－クレジット_その他 （予定）Ｊ－クレジット 

グリーン電力証書 （予定）グリーン電力証書 

グリーン熱証書 （予定）グリーン熱証書 

FIT 非化石証書 （予定）FIT 非化石証書 

 

②  取得する予定のクレジット等の削減量を記入してください。 

②で非化石証書等の電力量に関するクレジットを選択した場合は、以下の計算式

により特定温室効果ガス削減相当量へ変換して記入してください。 

電力量に関するクレジットによる「特定温室効果ガス削減相当量」 

＝換算電力量(kWh)×全国平均係数(t-CO₂/kWh)×補正率 

全国平均係数（ｔ-CO2/ｋＷｈ） 0.000423 

ＦＩＴ補正率 1.02 

非ＦＩＴ補正率 1.02 

 

④ オフセットの対象範囲を、市内の事業所と特定できるように入力してください 

 

⑤ ①で電力量に関するクレジットを選択した場合は、クレジットの換算電力量を入力し

てください。 

 

⑥ ⑤で入力した換算電力量の単位をプルダウンリストから選択してください。 

プルダウンリストで選択できる単位の種類は、「kWh」、「千 kWh」です。 
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『計 3』シート 

７ 設備の新設、更新等の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 次世代自動車（EV、PHV、FCV）及びハイブリッド自動車（HV）の導入状況及び計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ 

⑥ 

⑧ 

【間違いやすいポイント】 

保有、導入予定がない場合は空欄にせず、

「０（ゼロ）」を入力してください。 

④ 

⑤ 

③ ② 

① 

⑧ 計画期間での次世代自動車・ハイブリッド自動車の導入予定台数は、 

以下の区分で入力してください。 

・事業用自動車： トラックやタクシー、路線バスなどの運賃や報酬を受け取り運搬する車両 

ナンバープレートに緑地に白文字で表示 

 ・自家用自動車： 自社所有の貨物等を運搬する車両 

ナンバープレートに白地に緑文字で表示 

・軽自動車につきましては、事業用、自家用の合計台数を記載してください。 
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『計 3』シート 

７ 設備の新設、更新等の計画 

① 再生可能エネルギー利用設備の新設、更新等の計画について、計画期間での実施予

定の有無を選択してください。 【入力必要】 

 

② ①で「有」を選択した場合は、導入予定の再エネ設備をプルダウンリストから選択し

てください。 

プルダウンリストで選択できる設備機器の種類は、以下の表の通りです。 

再生可能エネルギー利用設備機器の種類 

太陽光発電 地熱発電 

風力発電 太陽熱利用 

バイオマス 地中熱利用 

水力発電  

 

③ ②で選択した再エネ設備について、具体的な計画を記載してください。 
 

④ 再エネ設備以外の設備の新設、更新等について、計画期間中の実施有無を選

択してください。【入力必要】 
 

⑤ ④で「有」を選択した場合は、導入予定の設備について具体的な計画を記載してくだ

さい。 

 

８ 次世代自動車（EV、PHV、FCV）及びハイブリッド自動車（HV）の導入状況及び計画 

【入力必要】 

⑥ 次世代自動車（EV、PHV、FCV）及びハイブリッド自動車（HV）について、計画期間

での導入予定の有無を選択してください。 

 

⑦ 次世代自動車（EV、PHV、FCV）及びハイブリッド自動車（HV）の、前年度３月 31

日時点で保有している台数を、自動車種別に入力してください。 

保有していない場合は、「０（ゼロ）」を入力してください 

 

⑧ 次世代自動車（EV、PHV、FCV）及びハイブリッド自動車（HV）の、計画期間中に導

入予定の台数を、自動車種別に入力してください。 

導入予定がない場合は、「０（ゼロ）」を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに追加された項目 

 種別：ハイブリッド自動車 

 

変更された項目 

 導入予定台数の入力欄を細分化（自家用、事業用、軽自動車） 
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『計 4-2』シート 

９の 3 基本対策の実施状況及び計画（第 3 号該当事業者） 

９の 4 重点対策の実施状況及び計画（第 3 号該当事業者） ①
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『計 4-2』シート 

９の 3 基本対策の実施状況及び計画（第 3 号該当事業者） 【入力必要】 

９の 4 重点対策の実施状況及び計画（第 3 号該当事業者） 【入力必要】 

① 対策ごとに、基準年度の実施状況及び計画期間中の実施計画を選択してください。

９の 3 基本対策につきましては、各対策の管理標準の設定・運用の実施状況につ

いて選択してください。

９の 4 重点対策につきましては、対策の内容についての実施状況を選択いただ

き、

補足事項などございましたら備考欄に記入してください。

「１ 脱炭素経営に関する取組の実施」でその他を選択した場合は、備考欄に参画等

をしている対策について記載してください。 

状況の判断については、別途定める解説資料をご参照ください。 

・基本対策解説 「基本対策について」

・重点対策解説 「新たな重点対策について」

重点対策に関する根拠資料の提出は不要です。 

変更された項目 

 重点対策の項目を一新

 従来の重点対策の名称を「基本対策」に変更

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-koen-gesui/ondanka/keikakusho/r7_application_guide.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-koen-gesui/ondanka/keikakusho/r7_application_guide.html
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第４章 提出書の作成 
『提』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 評価の確認 
『評価』シート 
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『提』シート 

 

計画書等に入力いただいた情報から自動作成されます。記入の必要はありません。 

【入力不要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『評価』シート 

 

入力いただいた報告書、計画書の評価を確認することができます。【入力不要】 
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第６章 作成したデータ等の提出 
 

作成したデータ等を、横浜市電子申請・届出システムで提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副本が必要な方は、所定額の切手を貼った返信用封筒を同封の上、紙媒体を窓口へ持参

もしくは郵送してください。 

 

 

【提出先】 

横浜市電子申請・届出システム 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/

ea/residents/procedures/apply/f36a9155-

55a0-4517-8e6c-04277908ad9d/start 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/f36a9155-55a0-4517-8e6c-04277908ad9d/start
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/f36a9155-55a0-4517-8e6c-04277908ad9d/start
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